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問題：DIET Studyでのサブ解析

▪ 日本人2型糖尿病患者を対象としたダパグリフロジン
（SGLT2阻害薬）が投与された際の体重減少時の体組成
と食行動に及ぼす影響を検討する2年間の臨床試験
（DIET study）

◼ <サブ仮説>患者のベースラインの食行動によってSGLT2

阻害薬の効果（体脂肪量減少やHbA1c減少など）の程度
が異なるのではないか
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データ構造
▪ 応答変数

▪ 2年時点の体脂肪量

▪ HbA1cのベースラインからの変化量

▪ 説明変数

▪ 自記式質問票BDHQ（58品目→３３食品群）

▪ 治療開始前・開始後の食品および栄養素摂取量
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PLSモデル
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PLSモデルの特徴

▪ 構造方程式モデルの１つとして教育されることが多い

▪ 原因系変数も結果系変数も複数ある回帰モデル

▪ 通常の回帰分析が困難な場合でも使える

▪ 説明変数の数が症例数より多い

▪ 説明変数間に高い相関がある

▪ 多因子モデルも扱える



分析→ 多変量→ PLS回帰
（例題：Crime.jmp）
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PLS回帰ダイアログ
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「モデルのあてはめ」からも実行可能

8



基本出力（多因子解）
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X側負荷量プロット（２因子解）
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Y側負荷量プロット（２因子解）
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豊富なデータセット出力
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まとめ

▪ JMPによるPLS回帰は、非常に簡単な指定で実行できる

▪ 多因子解が自然に得られる

▪ 結果出力／データセット出力が工夫されて使いやすい

13



Copyright © SAS Institute Inc. All rights reserved.

YOUR TURN
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